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技術部報告巻頭言に寄せて 

  技術部長 三上 修一 

 日頃より多くの皆さまからご支持を頂いておりますことをこの場をお借りして厚く御礼申し上げ

ます。 

 技術部は、北見工業大学における教育・研究環境の支援を目指しております。1992 年（平成 4年）に

発足し、2008 年（平成 20 年）から２室４グループ体制で業務を担って参りました。この間、大学の果

たす役割は教育研究に加えて地域貢献や国際貢献など幅広い役割が求められるように変化しておりま

す。この時代の要請に的確かつ効率的に対応するための組織改革について検討して参りました。その結

果、これまで「情報処理支援グループ」、「環境安全支援グループ」、「ものづくり支援グループ」、「機器

分析支援グループ」の４グループを整理統合し、今年４月１日より「大学運営支援グループ」、「教育研

究支援グループ」の２グループ体制で新たにスタート致しました。グループ間を統合することにより学

内の教育･研究に関するニーズばかりでは無く社会の要望にもより柔軟に対応することが可能となり、

全学で生ずる多様なニーズに対応することが可能となると考えております。これにより教育・研究等に

対する全学的支援業務を担って参りたいと考えております。 

 現在、本学では平成 29 年度より大幅な大学改組を行い早くも 3 年が経過しております。高度専門技

術者として活躍できる技術者の育成のため、技術部では教育研究への支援と工学基礎教育の充実に向け

た支援に注力しております。また地域の連携に基づき、理科教育やプログラムミング教育などへの支援

を通じて、未来のエンジニアに向けて工学への関心を高めるための活動の一端を担っております。さら

に 3大学連携構想による文理連携の連合大学機構構想の実現に向けて検討が進められております。北海

道の広大な地域に分散して教育研究活動を発展させるためには、技術部に課せられる教育・研究支援の

役割が益々大きくなり、技術職員個々の力を結集する場面がより一層増すことが予想されます。一方で、

技術部は学内におけるその必要性を技術力によって自ら説明し、その業務の幅を広めていかなければな

らないとも考えております。今後も皆様のご期待に添うよう努め、日々技術教育や研究を円滑に支援す

る専門家集団を目指して前進していきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願いします。 
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Raspberry Pi を使ってみました

発表者名：宇野 珠実

  所 属 グ ル ー プ 名 ： 情 報 処 理 支 援 グ ル ー プ

1． Raspberry P i と は

R a s p b e r r y  P i (ラ ズ ベ リ ー パ イ 、略 称 ラ ズ

パ イ ) は シ ン グ ル ボ ー ド コ ン ピ ュ ー タ で

あ り 、 教 育 用 途 と し て 想 定 さ れ て い る 。

・ PC と 比 べ る と 安 価 (表 1 )

・ 豊 富 な イ ン タ フ ェ ー ス (表 2 )

・ 様 々 な 外 部 セ ン サ を 接 続 可 能

・ OS が 選 択 可 能 で あ り 、 使 い 慣 れ た OS

が 使 用 で き る

・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 も 多 数 選 択 可 能

等 の 理 由 か ら 近 年 は I o T  ( I n t e r n e t  o f  

T h i n g s :モ ノ の イ ン タ ー ネ ッ ト )機 器 と し て の 用 途 が 拡 大 し て い る 。

応 用 例 は 下 記 の 通 り で あ り 、 作 成 者 の 腕 次 第 で は あ る が 用 途 は 無 限 で あ る 。

・ NAS、プ  リ ン ト サ ー バ (PC  代 替 )

・ ハ イ レ ゾ ・ A i r  P l  a  y  対 応 の ミ ュ ー ジ ッ ク サ ー バ

・ 温 度 ・ 気 圧 セ ン サ を 使 っ た 気 象 情 報 監 視

・ GPS  モ  ジ ュ ー ル を 使 っ て  NTP  サ ー バ

・ 開 閉 セ ン サ で ト イ レ 使 用 状 況 監 視

・ デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ  

表 1 主 な 現 行 モ デ ル

3  M o d e l  B +  Z e r o  W H  

値 段 ¥ 4 , 8 6 0 ¥ 1 , 8 0 9

メ モ リ 1 GB  5 1 2 M B  

C P U  4 コ ア  1 . 6GH z ( 6 4 b i t )  1 GHz  

有 線 L A N  あ り な し

無 線 L A N  あ り あ り

サ イ ズ ク レ ジ ッ ト カ ー ド フ リ ス ク

備 考 無 線 無 し ピ ン ヘ ッ ダ 無 し

¥ 6 4 8

図 1 : R a s p b e r r y  P i  本 体  図 1 R a s p b e r r y  P i  本 体
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表 2 R a s p b e r r y  P i の イ ン タ フ ェ ー ス ( M o d e l  B +の 場 合 )  

有 線 L AN  1 0 / 1 0 0 / 1 0 00  B A S E - T  

無 線 L AN  I E E E  8 0 2 . 11  b / g / n / a c   2 . 4 / 5 GH z  デ ュ ア ル バ ン ド

B l u e t o o t h  B l u e t o o t h  4 . 2  

ビ デ オ 出 力 HDM I（ r e v.  1 . 3、  1 .4）

コ ン ポ ジ ッ ト  3 . 5 mm 4 極 ジ ャ ッ ク（ PAL、 NT S C）、 DS I

オ ー デ ィ オ 出 力 3 . 5 m m 4 極 ジ ャ ッ ク 、 I 2 S ピ ン ヘ ッ ダ ー

HDM I（ ビ デ オ 出 力 と 共 有 ）  

US B  US B  2 . 0  ×  4  

GP I O コ ネ ク タ 4 0 ピ ン  2 .5 4 mm ピ ン ヘ ッ ダ  

(他 に U A RT,  I 2 C ,  S P I ,  I 2 S ,  P W M ,  5 V 出 力 ,  3 . 3 V 出 力 )  

メ モ リ カ ー ド ス ロ ッ ト  m i c ro  S D メ モ リ カ ー ド

2． 作 成 例

今 回 は 温 度 セ ン サ と 電 源 の 制 御 を 目 的 に 下 記 の よ う な も の を 試 作 し た 。

・ 指 定 温 度 よ り 上 に な っ た ら 扇 風 機 を 回 す

・ 指 定 温 度 よ り 下 に な っ た ら 扇 風 機 を 止 め る

1 )  使 用 し た も の

・ R a s p b e r r y  P i  1  M o d e l  B

・ SSR (ソ リ ッ ド ス テ ー ト リ レ ー )

AC 1 0 0 V を O N/ O FF 制 御 す る 、 2 5 A タ イ プ ¥ 2 50 (秋 月 電 子 )

・ 温 度 セ ン サ ( D S 1 8 B 2 0 )

セ ン サ を ス テ ン レ ス 管 に 入 れ た 防 水 仕 様 、 ¥1 , 0 0 0 程 度

・ 扇 風 機

図 3 温 度 セ ン サ ( DS 1 8 B 2 0 )  
図  2 SS R  
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2 )  配 線  

表 3 P i 1  M o d e l  B の GP IO ピ ン ア サ イ ン

3 . 3 V  1  2  5 V  

I 2 C 1  S D A  3  4  5 V  

I 2 C 1  S C L  5  6  G R O U N D  

G P I O  4  7  8  U A RT T X D  

G R O U N D  9  1 0 U A RT R X D  

G P I O  1 7  11  1 2 G P I O  1 8  

G P I O  2 7  1 3  1 4 G R O U N D  

G P I O  2 2  1 5  1 6 G P I O  2 3  

3 . 3 V  1 7  1 8 G P I O  2 4  

G P I O  1 0  1 9  2 0 G R O U N D  

G P I O  9  2 1  2 2 G P I O  2 5  

G P I O  11  2 3  2 4 G P I O  8  

G R O U N D  2 5  2 6 G P I O  7  

3 )  シ ス テ ム 構 築

下 記 の 組 み 合 わ せ で シ ス テ ム を 構 築 し 、 目 的 と す る 動 作 が で き た 。

・ OS  は L i n u x  ベ ー ス の  R a s p b i a n  を 使 用

・ セ ン サ ー と の や り と り の 部 分 は  p y t h o n

・ PHP  を  使 っ て  We b ア プ リ ケ ー シ ョ ン 化

・ We b サ ー バ と し て  A p a c h e  を イ ン ス ト ー ル

・ そ の 他  R e d i s、  b o o t s t r a p  を 使 用  

今 回 は デ モ 環 境 の た め 有 線 ネ ッ ト ワ ー ク を 使 用 し た が 、無 線 ネ ッ ト ワ ー ク を

使 っ て ス マ ー ト フ ォ ン か ら 操 作 す る こ と も 可 能 で あ る 。

4)  作 成 時 の 注 意 点

今 回 使 用 し た 本 体 は 古 い も の だ っ た た め 、 R a s p b i a n  を  イ ン ス  ト ー  ル 後  、 ア ッ プ

デ ー ト す ら 重 く て ま と も に 動 か な か っ た 。 古 い 本 体 又 は Z e r oシ リ ー ズ の 場 合 は C U Iの

軽 い R a s p  b  i  a n  L i t  e  を 使 っ た 方 が い い 。 

ま た 、 G P I O の ピ ン ア サ イ ン が モ デ ル ご と に か な り 違 う の で 、 使 用 モ デ ル の デ ー タ

シ ー ト は す ぐ 参 照 で き る よ う に し て お く 。

S S R は 接 続 す る 機 器 の 消 費 電 力 が 大 き い 場 合 、 ヒ ー ト シ ン ク な ど の 放 熱 対 策 が 必 要

と な る 。

図  3 配 線
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4． ま と め

OS に L i n u x ベ ー ス の R a s p b i a n を 使 用 し た こ と で 、デ ー タ 取 り 込 み な ど 通 常 業 務

の プ ロ グ ラ ミ ン グ 知 識 で 問 題 無 く 目 的 と す る シ ス テ ム が 構 築 で き た 。し か し 、電 子

回 路 の 知 識 は あ る 程 度 は 必 要 と な る 。

今 回 の 経 験 を 基 に 外 部 セ ン サ と し て GP S、9 軸 セ ン サ 、ま た 、USB カ メ ラ を 用 い

て 静 止 画 像 を 撮 影 す る シ ス テ ム を 既 に 構 築 し 、 検 証 中 で あ る 。

参 考 文 献 ・ 参 考 URL 

1） 低 温 調 理 器 自 作 入 門  n a o t a c o 著

2）第 4 1 回「 見 た 目 も 中 身 も コ ン パ ク ト に ！ Ra s p b e r r y  P i  Z e r o を C U I 環 境 で 動 か そ

う 」

h t t p s : / / d e v i c e p l u s . j p / h o b b y / r a s p b e r r yp i _ e n t r y_ 0 4 1 /

3）R a s p b e r r y  P i と 1 - Wi r e ス テ ン レ ス 防 水 温 度 セ ン サ ( D S 1 8 B 2 0 )を 使 っ て 水 温 を 計 る

 h t t p : / / de n s h i k o u s a k u . n e t / r a s p b e r r y - p i - a n d - d s 1 8 b 2 0  

4 )  R a s p b e r r y  P i で 1 - Wi r e デ ジ タ ル 温 度 セ ン サ の DS1 8 B 2 0 を P y t h o n か ら 使 う

 h t t p s : / / q i i t a . c o m/ ma s a t o / i t e ms / c f 5 a 2 7 a f 6 9 6 a 2 7 b 7 3 b 8 6  

5 )  R a s p b e r r y  P i  3  ( R a s p b i a n  J e s s i e )の 無 線 LAN に 固 定 IP ア ド レ ス を 設 定 す る

 h t t p s : / / q i i t a . c o m/ mo mo t a r o 9 8 / i t e ms / f a 9 4 c 0 e d 6 e 9e 7 2 7 f e 1 5 e  

6 )  購 入 可 能 な ラ ズ パ イ 比 較 ( 2 0 1 8 年 5 月 )  

P i  3  M o d e l  B / P i  Z e r o / P i  Z e r o  W / P i 2  M o d e l  B / P i  M o d e l  B +  

h t t p : / / l i t t l e w i n g . h a t e n a b l o g . c o m/ e n t r y / 2 0 1 6 / 0 1 / 2 6 / 13 5 0 4 3  

7 )  R a s p b e r r y  P i 1  の リ ビ ジ ョ ン を 見 分 け る 方 法  

h t t p s : / / q i i t a . c o m/ p g _ n a o yu k i / i t e ms / e f 8 d 7 f d c b b d 2 9 3 18 e 2 2 8  
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形態観察におけるデジタルマイクロスコープの活用

 発表者名：徳田  奨

　　　　所属グループ名：機器分析支援グループ

1．は じ めに

分析技術の進化により分析手法は多様化し、目的に応じて様々な分析方法が選択

できるようになった。しかし、どのような分析方法を選択したとしても、分析は試

料を観ることから始まるも の と思われる。そしてこの「形態観察」は最も基本的な

情報入手の手段となる。  

形態観察の要点は、試料の色・形・表面形状・寸法・質感といった情報を様々な

観点から観察し、総合的な情報を記録する事にある。また、偏った認識にならない

ために、試料の全体像と微小領域を併せて確認する事も重要で、単に観察倍率が高

ければ良いというものでもない。さらに使用する機器は分析の最初のステップであ

るため、操作が容易で誰でも気軽に扱えるのが望ましい。  

ここでは、 形態観察に用いられるデジタルマイクロスコープについて 紹 介 す る 。 

2．デ ジ タルマイ クロス コープと は

デジタルマイクロスコープは、光学レンズと C CD カメラを組み合わせ、様々な

被写体、観察シーンでも簡単に観察できる汎用性が高い観察システムである。  

デジタルマイク ロス コープには従来 の光 学顕微鏡に必須 であ った接眼部は無 く、

代 わりに C C D カメラを搭載してモニターに拡大像を写し出す。さらに、 CC D カメ

ラは本体とケーブルで繋がるだけのため、試料ではなくカメラ自体を動かし、様々

な角度からの観察および撮影が可能である。またレンズについても、複数の倍率の

異なる対物レンズが 、ズームレンズ一つ になるため、レンズ 交換をすることなく、

一 定 の 範 囲 内 で 観 察 対 象 を 視 認 し な が ら 任 意

の 倍 率 へ の 変 更 が 容 易 に 行 え る た め 、 連 続 し

た観察が可能である。  

さ ら に 、 画 像 を デ ジ タ ル 化 し た だ け で は な

く 、 デ ジ タ ル 機 器 な ら で は の 機 能 と し て 、 モ

ニター上での測長、画像合成、 3D 表示、動画

撮 影 機 能 な ど が 搭 載 さ れ 、 一 般 的 な 光 学 顕 微

鏡 よ り 測 定 機 器 と し て の 機 能 を 強 化 し た 顕 微

鏡と言える。  

3．走 査 型電子顕 微鏡と の比較

近年、表面 分析の代 表となった 走査型電 子顕微鏡  (S E M)だ が、最初の 観察方法

として最適とは言えない。その理由は、前処理（走査する電子の滞留を防ぐための

図 1  デジタルマイクロス コープ
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導通処理や、試料を装置内に導入できるサイズにするための加工）が必要な場合が

多い。試 料に電子線を照射し、その時に発生する信号を検出し、その信号量の大小

を グ レ ー ス ケ ー ル で 観 察 用 モ ニ タ ー に 表 示 す る た め 、 色 情 報 が 得 ら れ な い 。 S E M

は真空中で試料を観察するため、試料室内の真空状態を作り出すための排気が必要

になるなど、機器操作における一定の技術が必要であり、装置の操作が難しいなど

が挙げられる。  

し かし、デ ジタルマ イクロスコ ープより 分解能が良 く、 S E M 特有の機 能とし て

組成像 (原子番号によるコントラスト差 )の観察が可能であり、目的に応じた使い分

けが必要である。   

4．そ れ ぞれの特 徴

形態観察に用いられる光学顕微鏡、S E M、デジタルマイクロスコープの特徴を表

1 に示す。

表 1 光学顕微鏡、 SE M、デジタルマイクロスコープの特徴

光学顕微鏡 S E M デジタル

マイクロスコープ

操作性 簡単 難しい 簡単

観察倍率 ～数十倍 ～数万倍 ～数千倍

色情報 あり なし あり

測長機能 なし あり あり

試料表面への影響 なし あり なし

5．ま と め

本学の共用設備センターに共同利用機器としてデジタルマイクロスコープ（ (株 )

キーエンス製  VHX -5000）が設置されている。形態観察にデジタルマイクロスコー

プを活用することで、一般的な光学顕微鏡で不便に感じていること（低倍率での観

察しかできない、写真撮影ができない、複数人で同時観察ができないなど）や、SE M

で不便に感じている（試料の色が判断できない、試料サイズに制限がある、前処理

や観察に時間がかかるなど）ことを解決できる。  

デジタルマイクロスコープが形態観察の選択肢を増やすことで、本学の教育研究

活動の一助となることを期待する。  

参考 文 献

(株 )キ ーエンス，技術資料， 4 つの顕微鏡の課題を 1 台で解決
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平成 29 年度北海道地区国立大学法人等技術職員研修会参加報告

発表者名：杉野  豪

所属グループ名： ものづくり支援グループ

1．は じ めに

昨 年 度 実 施 さ れ た 、 北 海 道 地 区 国 立 大 学 法 人 等 技 術 職 員 研 修 会 の 講 義 内 容 を 一 部 抜

粋 し て 報 告 す る 。  

研 修 会 目 的 は 『 北 海 道 地 区 国 立 大 学 法 人 等 の 技 術 職 員 と し て 、 現 在 の 立 場 と そ の 責

務 を 自 覚 さ せ る と と も に 、 職 務 遂 行 に 必 要 と な る 知 識 や 社 会 的 識 見 等 を 深 め 、 国 立 大

学 法 人 等 の 技 術 系 業 務 に お け る 中 核 と な る べ き 職 員 と し て 、 そ の 資 質 向 上 を 図 る こ と

を 目 的 と す る 。』  

2．講義内容  問題解決 の手法  

問 題 と 解 決 に 向 け た 取 り 組 み 方 の 講 義 。  

・ 問 題 と は 、 あ る べ き 姿 と 実 際 の 姿 の 差 (ギ ャ ッ プ )で 困 難 性 の あ る 解 決 す べ き 事 柄

・ 解 決 と は 、 実 際 の 姿 を あ る べ き 姿 に 到 達 さ せ て 差 を 無 く す こ と

問 題 の 定 義

問 題 の 種 類 を 図 1 に 示 す 問 題 を 氷 山 モ デ ル の 置 き 換 え る と 、 氷 山 の 見 え て い る 問 題

は 発 生 型 問 題 、 海 中 に 隠 れ て い る 問 題 は 向 上 型 問 題 、 企 画 型 問 題 と 定 義 す る 。  

図 1 氷 山型モデ ル

発 生 型 問 題 は 見 え て い る 問 題 な の で あ る べ き 姿 に す る こ と で 定 常 状 態 に す る 。 向 上

型 問 題 は あ る べ き 姿 （ 定 常 状 態 ） よ り 上 を 目 指 し 、 企 画 型 問 題 は 理 想 と す る 状 態 ま で

持 ち 上 げ て い く こ と を 意 味 す る 。  

問 題 を 発 見 す る 力 を 養 う  

日 常 の 何 気 な い 会 話 の 中 に 、 問 題 が 隠 れ て い る

可 能 性 が あ る た め 、 問 題 を 発 見 す る 力 を 養 う 必 要

が あ る 。 問 題 を 発 見 す る 力 と し て 、 現 在 認 識 力 ・

敏 感 性 ・ 問 題 意 識 の 三 つ に 分 類 さ れ る (図 2)。  

1） 現 状 認 識 力

・ 現 在 発 生 し て い る 事 実 を 素 直 に 受 け 取 る 力

・ 現 在 発 生 し て い る 事 実 が 何 を 意 味 す る か を 見 抜

く 力

・ 現 在 発 生 し て い る 事 実 の 背 景 と 本 質 を 見 抜 く 力
図 2 問 題発見力
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2） 敏 感 性

・ 何 気 な く 聞 い た り 、 見 た り し た こ と か ら 、  重 要 な こ と を 感 じ た り 連 想 す る 力

・ 自 分 に 求 め ら れ た り 、 期 待 さ れ た り し て い る こ と を 感 じ る 力

・ 現 在 発 生 し て い る 事 実 か ら 将 来 を 予 想 （ 好 転 ま た は 悪 化 な ど ） で き る 力

3） 問 題 意 識

・ 現 状 に 満 足 せ ず 、 自 分 や 仕 事 を よ り 高 い レ ベ ル に 近 づ け よ う と す る 意 識

・ 常 識 や タ ブ ー と お も わ れ て い た こ と へ も 疑 問 符 を 付 け よ う と す る 意 識

・ 直 接 自 分 に 関 係 な い こ と で も 、 自 分 の 立 場 に 置 き 換 え 考 え よ う と す る 意 識

問題 解 決の思 考法

問 題 の 解 決 の 思 考 法 と し て 、 ゼ ロ ベ ー ス 思 考 法 が 提 案 さ れ て い る （ 図 3）。  

良 い 解 決 法 と し て ゼ ロ ベ ー ス で 考 え 、大 き な 枠 に 広 げ て 可 能 性 を 求 め る 思 考 法 で あ る 。 

悪 い 例 と し て 既 存 の 枠 で 考 え る 思 考 法 、 既 存 の 枠 内 で 考 え る と こ じ ん ま り し 、 よ り 良

い 方 法 が あ る の に 既 存 の 枠 に と ら わ れ よ り よ い 結 果 を も た ら さ な い 。  

行 動 ス タ イ ル で の 問 題 解 決

行 動 ス タ イ ル で の 問 題 解 決 （ 表 1） で は 、 独 裁 型 ・ 放 任 型 ・ 民 主 型 が あ り 、 独 裁 型

で は 、 能 率 は 良 い が 、 リ ー ダ ー の ス キ ル で 結 果 が 良 く も 悪 く も な る 。 ま た メ ン バ ー の

意 見 が 反 映 さ れ な い の で メ ン バ ー 内 に 不 満 が 残 る こ と を 排 除 で き な い 。 放 任 型 で は 、

す べ て に 満 足 い く 結 果 が 得 ら れ な い 。 民 主 型 で は 、 方 針 を メ ン バ ー 話 し 合 い に よ っ て

決 定 す る た め 、 同 意 が 得 ら れ た ら 実 行 に 移 す た め 効 率 に や や 難 が あ る が 、 良 い 結 果 が

得 ら れ る の で 民 主 型 を 推 奨 す る と い う こ と で あ っ た 。  

図 3 ゼロベ ース思考

表 1 行 動 ス タ イ ル で の 問 題 解
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問題 解 決のツ ール

１ ）  プ ロ コ ン 表 （ 2 分 割 ）

プ ロ コ ン 表 は 、 賛 成 意 見 と 反 対 意 見 を 列 挙

し て グ ル ー プ の 意 思 決 定 を 促 す 簡 単 で 強 力 な

ツ ー ル で あ る 。 賛 成 ・ 反 対 の 理 由 を 全 員 で 共

有 す る こ と で 、 決 定 事 項 へ の 納 得 感 と 当 事 者

意 識 を 高 め る 。  

使 い 方  

１ ） テ ー マ を 上 部 に 書 き 、 中 央 に 縦 線 を 引 き 、『 賛 成 』 と 『 反 対 』 と 表 記 す る

２ ） 全 員 で ブ レ ー ン ス ト ー ミ ン グ を し て 「 賛 成 の 理 由 」 を 書 き 出 す

３ ） 次 に 、 同 じ よ う に 「 反 対 の 理 由 」 を 書 き 出 す

４ ） 賛 成 ・ 反 対 の 両 方 を 見 な が ら 比 重 が 同 じ と 思 わ れ る も の を 消 し て い く

５ ） 残 っ た 項 目 を 見 な が ら 、 結 論 を 出 す

２ ） As is／ To b e （ T の 字 ）

例 え ば 、『 み ん な 元 気 が な い よ う に 感 じ る 。や る 気 も 下 が っ て い る し 、何 か や れ る こ

と 無 い か な 』 と い う テ ー マ に 対 し て As is／ To be （ T の 字 ） を 活 用 し て み る 。  

現 状 と あ り た い 将 来 の 姿 に ギ ャ ッ プ が あ る 時 、 明 快 に メ ン バ ー の イ メ ー ジ を 引 き 出

し 、 共 有 化 す る の に 役 立 つ 。  

使 い 方

１ ） 片 側 に 「 As is（ 現 状 ）」、 も う 一 方 に 「 To be（ あ り た い 姿 ）」 と 表 記 す る

２ ） メ ン バ ー に 「 As is（ 現 状 ）」 を 書 出 し て も ら う （ 15～ 20 分 程 度 ）

３ ） 同 じ く ら い の 時 間 で 、「 To be（ あ り た い 姿 ）」 を 書 出 し て も ら う

４ ） 全 員 で 見 比 べ な が ら ギ ャ ッ プ を 埋 め る ア ク シ ョ ン プ ラ ン を つ く る

使 う た め の ヒ ン ト

※ 書 出 し た 後 に 、 全 員 で 見 直 し な が ら 添 削 し て い く 過 程 で イ メ ー ジ が 共 有 さ れ て い く

の で こ の 時 間 帯 を 大 切 に す る 。

※ イ メ ー ジ が 共 有 で き た ら 、「 あ り た い 姿 」を 実 現 す る た め の ス テ ッ プ・戦 略・実 行 プ

ラ ン に 議 論 を 導 い て い く こ と が オ ス ス メ で あ る 。

表 2 プ ロコン表

表 3 As is／ To be 
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３ ）  ロ ジ ッ ク ツ リ ー

 全 体 目 標 だ け で は メ ン バ ー 一 人 一 人 の 目 標 が 見 え に く く 、 や る 気 が 起 き 難 い 。 ロ ジ

ッ ク ツ リ ー で は 、 全 体 の 目 標 を 共 有 し な が ら 、 中 目 標 ⇒ 小 目 標 と ブ レ ー ク ダ ウ ン し 、

ゴ ー ル を 具 体 的 レ ベ ル に 落 と し て い く の に 役 立 つ 。  

使 い 方

１ ） 全 体 目 標 を は っ き り 明 示 す る

２ ） 参 加 者 の 意 見 を 求 め て 、 目 標 達

成 の た め の 手 段 を ツ リ ー 状 に 展 開 す る

３ ） モ レ ・ ダ ブ リ が な い か 、 目 標 の

関 連 に 矛 盾 が な い か 見 直 す

４ ） 具 体 的 な 解 決 策 を 決 定 す る

使 う た め の ヒ ン ト

※ ロ ジ ッ ク ツ リ ー を み ん な で つ く る こ

と で 、 チ ー ム ス ピ リ ッ ト が 生 ま れ る 。 

※ 目 標 は 具 体 的 な レ ベ ル ま で ブ レ ー

ク ダ ウ ン す る 。

※ そ れ ぞ れ の 目 標 は 、 測 定 可 能 （ 検 証 ） な も の に す る 。

※ ロ ジ ッ ク ツ リ ー は 、 定 期 的 に 見 直 し を す る 。

※ 日 常 の 行 動 が 目 標 に う ま く つ な が っ て い る か を 振 り 返 っ て み る 。

４ ）  ペ イ オ フ マ ト リ ッ ク ス

 出 て き た た く さ ん の ア イ デ ア か ら 、

ど れ を 選 ん で 実 行 す る か を で き る だ け 、

合 理 的 に 判 断 し た い と き に 役 立 つ の が

ペ イ オ フ マ ト リ ッ ク ス で あ る 。 判 断 基

準 を 二 つ 選 ん で ア イ デ ア を 評 価 し 、 ２

軸 で 可 視 化 し て 意 思 決 定 を 促 す 。

使 い 方  

１ ） 提 案 を 評 価 す る 重 要 ２ 軸 を 選 び 、 

そ れ ら の マ ト リ ッ ク ス を つ く る

２ ） ポ ス ト イ ッ ト に ア イ デ ア 1 件 １ 枚 で 書 出 す

３ ） そ の ポ ス ト イ ッ ト を マ ト リ ッ ク ス の 中 に 貼 付 け な が ら 、 位 置 づ け を 議 論 す る

４ ） 一 番 右 上 の も の か ら 順 次 目 標 が 達 成 す る と こ ろ ま で 選 定 す る

使 う た め の ヒ ン ト

※ 効 果 や コ ス ト の 大 き さ を 厳 密 に は じ き 出 す の は 時 間 が か か る 。 あ ま り 厳 密 に 考 え ず

に さ っ さ と 一 度 提 案 を マ ト リ ッ ク ス の 上 に 並 べ る こ と 。 そ れ で 、 か な り の ア イ デ ア が

ふ る い に か か り る 。 詳 細 な 検 討 は 、 そ の 後 で 十 分 で あ る 。  

3．ま と め

表 4 ロジックツ リー

表 5 ペイオ フマトリッ ク
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本 研 修 会 で の 講 義 は 大 変 有 用 な 内 容 が 多 数 あ り 、 本 学 技 術 職 員 に 知 っ て ほ し い 内 容

な の で 北 見 工 業 大 学 技 術 部 研 修 会 で 報 告 し た 。  

今 回 の 発 表 は 、 研 修 会 講 義 内 容 の 一 部 に 過 ぎ ず 、 そ の 他 タ イ ム マ ネ ジ メ ン ト 、 コ ー

チ ン グ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン コ ー チ ン グ と リ ー ダ ー シ ッ プ の 講 義 資 料 を 保 管 し て い る

の で 興 味 の あ る 方 は 一 読 し て ほ し い 。

おわ り に

本研修会の講師の方々、大変有意義な講義をありがとうございました。また、本

研修会を企画された、実行委員の方々に大変お疲れ様でしたと、同時に感謝申し上

げます。  

参考 資料  

北海道地区国立大学法人等技術職員研修、株式会社アムリプラザ  

メモ
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Excel VBA による日常作業の簡略化

発表者名：須澤  啓一

    所属グループ名：環境安全支援グループ

1．は じ めに

V BA と は、Visua l  B as i c  fo r  A pp l i ca t ions の略語であり、ここで、A ppl i ca t ion s と

は、Microso f t  O ff i ce 製品（ E xce l、Word など）のことである。言い換えると、Microso f t  

O ff i ce 環境で実行できるマクロを記述するために作られた、 Visua l  B as i c に類似し

た開発環境であると解釈できる。マクロが含まれるアプリケーションが E xce l の場

合、 E xce l  V B A となる。

E xce l  V BA に より記 述 し た マ クロ を 実行 す る こ と で、 ワ ーク シ ー ト 関 数の 組 み

合わせでは実現できない高度かつ複雑な操作に至るまで、 E xce l を自由自在に制御

できる。  さらには、当該 E xce l ワークブックの範囲内に限らず、他の E xce l ワー

クブック、 Word ドキュメント、 P D F ファイルや画像ファイルなど広範囲に渡り、

制御が可能となる。

2．本 稿 について

本稿では、筆者が実際に日常作業を簡略化すべく E xce l  V BA によるマクロを活

用している事例のう ちの 3 例を紹介す る。但し、実際には 筆者が使い易いように

様々な機能を付加して非常に複雑な構成になっているため、説明の都合上、簡単に

アレンジし、 出来る 限り最小限の機能に 留めるよう努めた。 また、フォルダ構成、

名 称等も説明の都合上、実際に日常業務に使用している構成等とは異なることを了

承願いたい。なお、スペースの都合上、プログラム内容については割愛する。  

本稿では、フォルダ  C :¥mac ro に入れた事例 1（ case1 .x l ms）～事例 3（ case3 .x l ms）

の 3 つのマクロ有効ワークシートにより、処理を実行するものとして説明する。ま

た、フォルダ C :¥ma c ro 下に、「 i mg」「 pd f」「 r epo r t」の 3 つ のフォルダを作成し、

その中のファイルを処理の対象とし、または生成ファイルの格納先とする。  

図 1 フ ォ ル ダ 構 成
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3．事 例 紹介

[事例 1] 画 像ファイル 名一括変 換 （ case1 .x lms）

1） 背景

デジタルカメラで撮影した画像一式を、任意のファイル名に一括変換したい場合

を想定する。予め、 特定（撮影年月日ご と ）のフォルダに画 像一式を入れておく。

こ こ で は 、 C :¥ mac ro ¥ i mg¥20180802 と す る 。 こ こ に 、 デ ジ タ ル カ メ ラ で 撮 影 し た

20 枚の j p eg 画像（ IMG _3013～ IMG _3032）を入れておく。

2） 構成

E xce l メインシートのみから成る（図 2）。セル A 1 に、画像撮影年月日を入れる

とセル B 2 に処理対象フォルダが自動的に入る。 A 列 5 行目以降に表示されたファ

イル名を B 列 5 行目以降に表示されたファイル名に、行毎に 1 対１の変換を行う。

3） ボタンの機能と実行結果

・画像取得  ボタン

対象フォルダ内に含まれる画像ファイルを取得し、変更前の画像ファイル名称リ

ス トとしてメインシートの A 列 5 行目以降に書き出す。同時に、セル A 3 にファ

イル数を表示させる。ここでは 20 となる。

・名称設定  ボタン

上で書き出した画像ファイル名称の右の列（ B 列 5 行目以降）に変更したい画像

フ ァ イ ル 名 称 （ 一 連 の 画 像 名 称 ） の リ ス ト を 設 置 す る 。 こ こ で は 普 段 よ く 使 う

20180802_001～ 20180802_020 ( . jpg )としている。

図 2 メ イ ン シ ー ト
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・一括変換  ボタン

変更前（ A 列）の 画像ファイル名称を変更後（ B 列）のファイル名称に一括変更

する。実行結果を図 3 に示す。

・元に戻す  ボタン

上記の一括変換処理を行った直後に限り、変更後（ B 列）のファ イル名称を変更

前（ A 列 ）のファイル名称に戻すことが出来る。

・クリア  ボタン

ワークシート上の画 像ファイル名称のリ スト（変更前、変更 後）をクリアする。

フォルダ内の画像ファイルが消去されるわけではない。

[事例 2] ワ ードファイ ルの操作 （ case2 .x lms）

1） 背景

学内において特定の装置の点検作業を実施した後、実験室名と指摘事項をまとめ

た報告書をワード文書として作成したい場合を想定する。  

2） 構成

E xce l はメインシートのみであるが、別に Word の雛形ファイル（ r epo r t . docx）を

予め用意し、フォルダ C :¥ mac ro¥ repo r t に置いておく（図 4 上）。メインシートの太

字部分の情報を元に雛形ファイルの内容を書き換え、目的の報告書ファイルを作成

する。メ インシートの外観を図 4 下に示す。太字部分に報告書に必要な最新情報が

記入された状態にしておく。  

図 3 処 理 実 行 前 （ 左 ） と 結 果 （ 右 ）
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3） ボタンの機能と実行結果

・「 報告書作成」ボタン  

メインシートの太字部分の情報を元に雛形ファイル r epo r t . docx の内容を書き換

え 、 点 検 年 月 日 _点検 実 施 学 科 _点 検 結果 報 告 書 . docx と いう フ ァ イ ル 名 で フ ォル

ダ  C :¥ma c r o ¥ r e p o r t に 格 納 さ れ る （ 図 5）。 作 成 さ れ た 報 告 書の 例 を 図 6 に 示 す 。 

図 4 雛 形 フ ァ イ ル （ 上 ） と メ イ ン シ ー ト （ 下 ）

図 5 作 成 、 格 納 さ れ た 報 告 書 フ ァ イ ル
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・リセット  ボタン

メインシートの太字部分に記載した情報を消去する。フォルダ内の報告書ファイ

ルが消去されるわけではない。

[事例 3] P DF ファイル の一括作 成 （ case3 .x lms）

1） 背景

学内で運用中の、あるシステムの全学説明会を P C 使用で行うことになった。配

布資料には、参加者ごとに異なる ID 番 号、パスワード、学科、研究室、氏名を表

記したい。さらに、教職員と学生とで異なる説明文を付けたい。このような条件下

で、配布資料を P D F ファイルとして、一括作成したい場合を想定する。

2） 構成

E xce l のメインシートとサブシートから成る（図 7）。サブシートに参加者 20 人

分の ID 番 号、パス ワード、学科、研究室、氏名、内線番号、教職員か学生かの区

別等のデータ一覧表を作成しておく。サブシートから必要な情報をメインシートに

取り込み、表示させ、目的の P D F ファイルを作成する。

図 6 作 成 さ れ た 報 告 書 の 例
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3） ボタンの機能と実行結果

・   （スピンボタン）  

右ボタンのクリックで ID 番号が  + 1 ずつ増加していく（左ボタンはその逆）。各

ID 番 号の参加者情報を切り替えて表示させることができる。

・ P D F ボ タン

現 時点でメインシートに表示されている ID 番号の参加者情報をもとに配布資料

（ P D F フ ァイル）を 作成し、フォルダ  C:¥ mac ro ¥pd f に格納 する。 ID 番号 5 の情

報が表示されている場合は、 ID _5 .pd f が作成、格納される（図 8）。

図 7 メ イ ン シ ー ト （ 左 ） と サ ブ シ ー ト （ 右 ）

図 8 I D _ 5 の 情 報 と 作 成 さ れ た P D F フ ァ イ ル
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・ A l l  P D F ボタン

ID 番号 1～ 2 0 まで全ての配布資料（ 20 個の P D F ファイル）を 一括作成し、それ

ら は 順 次 、 フ ォ ルダ  C :¥mac ro ¥pd f に 格 納 さ れ る 。 さ ら に、全 て を 一 ま と め にし

た 1 ファイル（ ID _a l l . pd f  ，全 2 0 頁）も 作成し、同フォルダに格納される（図 9）。

・消去  ボタン

フォルダ  C :¥mac ro ¥ pd f 内に存在する P D F ファイルを全消去する。

4．お わ りに

日常業務で頻繁に行 う操作は、 V B A で記述したマクロによ り、自動化しておく

ことで大幅な時間短縮かつ正確な処理の実行が期待できる。また、普段行わない単

発的な作業であっても、手作業では大きな労力が見込まれる場合は、例えプログラ

ミ ン グ に か な り の 時 間 を 費 や し て 本 末 転 倒 に 思 わ れ る 場 合 で も マ ク ロ を 作 成 し て

実 行 し た 方 が ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー 防 止 等 の 観 点 か ら も 最 終 的 に は 望 ま し い 結 果 と な

る場合が多い。  

V B A に よるマクロが万能であるとは言 えないが、提出書類 等の不備を大幅に減

らせ 、信用度が上が るという点では、非 常に価値が大きいと 考えられる。さらに、

一度 作成したマクロはその一部を 修正すれば他の業務にも使い回せるなど、応用が

利く場合が多い。また 、普段からマクロの修正、改良等を積み重ねることで、スキ

ルアップにもなり、やがては大規模なシステム構築に至るまでの高度なマクロ開発

技術力を獲得できるようになるものと筆者は考えている。

図 9 格 納 さ れ た P DF フ ァ イ ル
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平成30年度　国立大学法人北見工業大学技術部技術員研修会

　標記研修会は、北見工業大学技術部組織規程第13条に基づき、毎年実施している

　研修である。　今年度は、下記日程・内容で実施することとする。

記

日　時：平成30年 8月 21日（金）　9：00～15：55

場　所：三号館2階 多目的講義室

平成30年度　国立大学法人北見工業大学技術部技術員研修日程

時　間 内　容

開　講　式

技術部長  　三上　修一

副学長講演

副学長　　榮坂　俊雄

休　憩

技術部長講演

昼　食

技術発表

1 『形態観察におけるデジタルマイクロスコープの活用』

ものづくり支援グループ　　杉野　豪

3 『Raspberry Piを使ってみました 』
情報処理支援グループ 宇野　珠実

4 『Excel VBA による作業の簡略化』
環境安全支援グループ 須澤　啓一

※発表12分　質疑応答3分

休　憩

先輩講話　『機械屋のものづくり　４０年』
百武　欣二

室長講話　『奨励研究への申請・組織見直しについて』

中西　喜美雄

閉　講　式

室長　山根　美佐雄

2

15:55

14:50

15:45

機器分析支援グループ　　　徳田　奨

『平成29年度北海道地区国立大学法人等技術職員研修会の参加
　報告 』

09:00

09:05

13:00

14:00

14:10

12:00

10:30

10:40
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学外研修・出張報告



学外研修・出張報告 

No. 研修者 研修題目 研修内容 主催機関名 研修場所 出張期間 

1 三橋 恵治 

平成 30年度安

全衛生スタッ

フ向けリスク

アセスメント

実務研修

リスクアセスメ

ントの導入及び

実施体制の整備

において中心的

役割を果たす安

全衛生スタッフ

の職員を対象と

して、リスクアセ

スメントの考え

方、実施方法、仕

組みづくり等の

習得

中央労働災害防

止協会 北海道

安全衛生サービ

スセンター

北見経済センター 平成 30 年 7 月 15 日 

徳田 奨 

総合技術研究

会 2019九州大

学 

総合技術研究会

2019九州大学に

おいてのポスタ

ー発表、ナノテ

クノロジー技術

交流会への出

席、講演および

口頭発表の聴講

九州大学 九州大学 
平成 31 年 3 月 6 日

〜3月 8日 

常田 妃登美 

総合技術研究

会 2019九州大

学 

口頭発表総合技

術研究会 2019九

州大学において

の口頭発表、芸

術工学部見学会

への参加、講演

および口頭発表

の聴講 

九州大学 九州大学 
平成 31 年 3 月 6 日

〜3月 8日 

宇野 珠実 

総合技術研究

会 2019九州大

学 

口頭発表、及び

業務に関連する

知見収集 

九州大学 九州大学 
平成 31 年 3 月 6 日

〜3月 8日 

2 

3 

4 
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グループ研修報告 



平成 30 年度 グループ研修報告 

No. 実施グループ 研修題目 研修内容 研修指導者 研修期間 参加者 

1 
情報処理支援 

グループ 

ソリッドワーク

スを使用して図

面から四つの部

品を作成し、3D

プリンタでその

四つの部品を 製

作し組立てる

3D-CAD ソフトであるソリッ

ドワークを使用して図面か

ら四つの部品を作成し、その

データから 3D プリンタ

(MUTOH)で四つの部品を作製

し組立てる(立方体パズル) 

大森 誠一 
平成 31 年 3月 4日

宇野 珠実 

奥山 圭一 

常田 妃登美 

宿院 信博 

松本 正之 

熊本 慎也 

折原 淳 

ものづくり支援

グループ 
施設見学 

北見工業技術センター施設

見学 
杉野 豪 平成 31 年 3月12日 

石澤 真也 

佐藤 敏則 

杉野 豪 

長谷川 稔 

堂田 誠治 

山田 忠永 

～  3月12日

2 
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情報処理支援グループ研修説明用料 

ソリッドワークスを使用して図面から四つの部品を作成し、３D プリンタでその四つの部品を

製作し組立てる。 

日時・場所: 

第 1 回目 3 月 4 日 9：30～12：00 

12 号棟（旧機械工学科 2 号棟）４F CAD 室 

第 2 回目 チーム K  3 月 11 日 11:00～12：00 

チーム T 3 月 25 日 13：30～14：30

12 号棟（旧機械工学科 2 号棟）１F 材料力学第 2 実験室 

持参：前回のグループ研修で使用した USB メモリ 
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説明 1 
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図 JIS にもとづく標準製図法より 
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説明 2 
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説明 3 
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ファイルの保存形式ソリッドワーク用「SLDPRT」と「TSL」3D プリンタの G コード変換用の二つ

を保存してください。 
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説明４ 
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３D プリンタで部品作製 

3D プリンタ：MUTOH Value 3D MagiX MF-2500EP 

画像：武藤工業株式会社ホームページより https://www.mutoh.co.jp/ 

使用ソフト：slic3r 1.2.9（G コード） 
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制御ソフト：MF-2500EP 

使用材料（フィラメント）：PLA 1.75mm(青、赤、黄、紫) 

画像：武藤工業株式会社ホームページより https://www.mutoh.co.jp/ 

PLA はポリ乳酸で植物由来の樹脂です。 

特徴として 

・熱変性が小さい

・造形がしやすい

上記の性質から扱いやすい初心者向きと言えます。 

欠点として 

・湿気を吸いやすい

・表面が硬いので造形後に表面を磨く、または塗装することに適していない
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研修報告書 

報 告 者 杉野 豪 ものづくり支援グループ 

研修期間 平成 31 年 3 月 12 日

研修場所 北見工業技術センター 

研 修 名 施設見学 

主催機関 北見工業大学 技術部

報告 

研修目的 

本学ものづくりセンター・ものづくり工房において、木材に関する加工技術の必要性が高まりつつ

ある木材の性質に適した加工工具・加工条件の知識向上を図るため、北見工業技術センター内の工芸

試験室の施設見学をおこなった。  

研修内容 

1． 工芸試験室の機械機器等説明。 

機械機器等使用料 参考：https://www.kitami-itc.or.jp/?page_id=66 

2． マシニングセンターによる木材加工の実演。 

3． 木材の種類による切削条件および、切削工具に意見交換をおこなった。 

おわりに．

本グループ研修を行うにあたってご尽力いただいた、北見工業技術センター運営協会事業支援課 

技師 酒井寛史氏に感謝申し上げます。
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研修会・講習会等参加状況 



平成 30 年度 研修会・講習会等参加状況 

(技術部予算を使用しない研修会・講習会等) 

学内で開催された研修会・講習会 

No. 講習会・研修会名 期間 主催機関名 参加者 

1 
平成 30年度国立大学法人北見工業

大学メンタルヘルス研修 
平成 31年 2月 25日 北見工業大学 

宇野 珠実、奥山 圭一、佐藤 敏則 

宿院 信博、杉野 豪、須澤 啓一 

常田 妃登美、堂田 誠治、信山 直紀 

橋本 晴美、長谷川 稔、松田 弘喜 

三橋 恵治、森脇 幸伸、山田 忠永 

山田 洋文、山根 美佐雄 

2 平成 30年度個人情報保護研修 平成 31年 3月 1日 北見工業大学 

宇野 珠実、大森 誠一、宿院 信博 

杉野 豪、 徳田 奨、 橋本 晴美 

長谷川 稔、松本 正之、三橋 恵治 

森脇 幸伸、山田 洋文、山根 美佐雄 

学外で開催された研修会・講習会 

No. 講習会・研修会名 期間 主催機関名 参加者 

1 
エネルギー分散形 X線分析装置

(EDS)基礎講座 
平成 30年 6月 22日 日本電子株式会社 徳田 奨 

2 
平成 30 年度国立大学法人機器・

分析センター協議会 
平成 30年 10月 26日 

国立大学法人岩手大学 

研究基盤管理機器分析 

部門 

白川 和哉 

3 
分析化学における不確かさ研修

プログラム 

平成 30年 11月 1日〜 

11月 2日 

(社)日本分析化学会 

日本電気計器検定所 
白川 和哉 

4 
第 922回 ガスクロマトグラフィ

ー入門(パックド)講習会 

平成 31年 2月 28日〜 

3月 1日 

株式会社島津製作所  

グローバルアプリケー 

ション開発センター

須澤 啓一 
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会議等 

No. 講習会・研修会名 期間 主催機関名 参加者 

1 
国立大学法人機器・分析センター協

議会技術職員会議 2018 
平成 30 年 10 月 26 日 

国立大学法人岩手大学研

究基盤管理機器分析部門 
白川 和哉 
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地域貢献活動 



技術部主催による地域貢献 

対象者 実施日 実施内容 担当者 

1 
三楽児童センター出前

体験学習 
小中学生 

平成 30 年 

9 月 28 日 

キューブパズルを作ろう

大森 誠一、宇野 珠実 

熊本 慎也、宿院 信博 

常田 妃登美 

むらさきキャベツの色を変

えよう 

橋本 晴美、白川和哉 

徳田 奨、 山根 美佐雄 

マグナス cup どこまで飛ば

せる 

佐藤 敏則、杉野 豪 

長谷川 稔、山田 忠永 

パラシュートを作って高い

ところから落としてみよう 

須澤 啓一、三橋 恵治 

坪田 豊 

中西喜美雄、百武 欣二 

2 冬休み親子工作教室 

小学生親子 

68組(児童 67名

保護者 45名) 

平成 31 年 

1月 09日～ 

1 月 12 日

ガラス彫刻 

長谷川 稔、宇野 珠実 

奥山 圭一、白川 和哉 

宿院 信博、常田 妃登美 

アクセサリータワー 大森 誠一、山根 美佐雄 

自分だけの宝箱 山田 忠永、佐藤 敏則 

ラジオ作製
徳田 奨、  石澤 真也 

松本 正之、熊本 慎也 

中西 喜美雄、杉野 豪 

42



技術部が担当した地域貢献 

対象者 実施日 実施内容 担当者 

1 
東陵中学校第 3 学年総合

学習「上級学校訪問」 

中学生 

（10 人） 

平成 30年 

6月 27日 
電子回路製作 

徳田 奨、 山田 忠永 

石澤 真也、熊本 慎也 

2 
おもしろ科学実験 

(主催：北見工大) 

小学生 

中学生 

（591 人（全体）） 

平成 30年 

8月 4日 

オリジナルデザインの写真

立てをつくろう!

（小学生対象） 

杉野 豪、 宇野 珠実 

奥山 圭一、宿院 信博 

長谷川 稔、松本 正之 

白川 和哉 

お湯で溶ける低融点合金の

製造（小中学生対象） 

須澤 啓一、橋本 晴美 

坪田 豊 、三橋 恵治 

3 

プログラミング教育に 

係る管理職等研修会 

(主催：北見市教育委員会、

北見工大) 

小学校教諭 各

校 2名（市内小

学校 24校） 

平成 30年 

9月 4日～

9月 5日 

プログラミング教育 

について PCソフトを 

使用した講座 

奥山 圭一、宇野 珠実 

折原 淳、 宿院 信博 

常田 妃登美 

4 
高校体験学習 

(主催：北見工大) 

訓子府高校 

1年生：26名 

引率教諭：2名 

平成 30年 

11月 2日 

文鎮製作 堂田 誠治、山田 忠永 

電子回路作製 
徳田 奨、 松本 正之 

熊本 慎也 

サンドブラスト

杉野 豪、 石澤 真也 

白川 和哉、長谷川 稔 

山根 美佐雄 

プログラミング体験 
奥山 圭一、折原 淳 

宿院 信博、常田 妃登美 

5 
端野小学校プログラミング

教育研修 

小学校教諭 

教諭：15名 

平成 30年 

12月 17日 
プログラミング研修 

奥山 圭一、宇野 珠実 

折原 淳、 宿院 信博 

常田 妃登美 

6 

小中学校教諭対象 

理科実験研修 

（主催：北見市教育委員会、 

北見工大） 

小中学校教諭 
平成 31年 

1月 10日 
化学実験 

須澤 啓一、橋本 晴美 

三橋 恵治、坪田 豊 
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活 動 報 告



平成 30 年度 技術部活動日誌 

年 月 日 内   容 

平成 30年 

4月 3日 

4月 11 日 

4月 25 日 

5月 15 日 

5月 17 日 

5月 30 日 

6月 22 日 

6月 27 日 

6月 29 日 

7月 4日 

8月 4日 

8月 7日 

8月 7日 

8月 21 日 

8月 23 日 

9月 4日 

9月 5日 

9月 7日 

9月 19 日 

9月 26 日 

9月 28 日 

10月 2日 

11月 25 日 

11月 2日 

11月 5日 

11月 5日 

11月 29 日 

12月 10 日 

12月 17 日 

12月 18 日 

平成 31年 

1月 9日 

1月 11 日 

1月 16 日 

1月 21 日 

1月 22 日 

2月 25 日 

3月 12 日 

3月 13 日 

3月 25 日 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

第 1回研修委員会会議 

第 1回企画運営会議 

第 1回地域貢献委員会 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

第 2回企画運営会議 

第 2回地域貢献委員会 

東陵中学校第３学年総合学習 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

第 3回企画運営会議 

おもしろ科学実験 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

第 3回地域貢献委員会 

平成 30 年度北見工業大学技術部技術員研修会 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

プログラミング教育に係る研修会（5日まで） 

第 4回企画運営会議 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

中期面談 

第 5回企画運営会議 

三楽児童センター出前体験学習 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

第 4回地域貢献委員会 

大学見学会（訓子府高校） 

第 6回企画運営会議 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

第 7回企画運営会議 

端野小学校プログラミング教育研修 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

冬休み親子工作教室（12日まで） 

小中学校教諭対象理科実験研修 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

第 8回企画運営会議 

第 5回地域貢献委員会 

第 9回企画運営会議 

ものつくり支援グループ研修 

技術職員期末面談（15日まで） 

第 10回企画運営会議 
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平成 30 年度 パソコン相談室利用実績 

平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日 

１．相談室開室場所 

技術部室内パソコン相談室 

２．相談室開室時間（窓口相談） 

教職員 

学生 

月曜日～金曜日 

（休業日除く） 
9:00～12:00 13:00～17:00 

３．相談受付件数 

平成 31 年 3 月 31 日現在（窓口・メール・電話相談すべて含む） 

相談者 相談件数(前年比) 

学生 94(-3) 

教職員 177(+13) 

合計 271(+10) 

対応時間: 446h40m 

（内訳）学  生: 205h15m 教職員: 241h25m 

＊教職員・学生向けの相談は随時、電話・メールでも相談受付けを行っている。 

＊後期からパソコン相談室の Twitter を開始し学生への情報提供を行っている。 
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各 種 会 議 ・ 委 員 会 名 簿



各 種 会 議 ・ 委 員 会 名 簿

会議・委員会 構成員 

評価判定会議 技術部長、大学運営支援室室長、学部・大学院支援室室長 

企画運営会議 

技術部長、大学運営支援室室長、学部・大学院支援室室長 

情報処理支援グループ長、環境安全支援グループ長 

ものづくり支援グループ長、機器分析支援グループ長 

グループ会議 各グループに所属する技術員(技術専門員・再雇用職員も含む) 

全体会議 技術部長および全技術員 

研修委員会 橋本 晴美、宇野 珠実、佐藤 敏則、白川 和哉、常田 妃登美、坪田 豊 

広報・システム委員会 大森 誠一、奥山 圭一、長谷川 稔、松本 正之、三橋 恵治、 

地域貢献委員会 杉野 豪、熊本 慎也、須澤 啓一、徳田   奨、山田 忠永 
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技 術 部 報 告 編 集 委 員

委員長 橋本 晴美  （機器分析支援グループ長） 

委 員    宇野 珠実  （情報処理支援グループ） 

委 員 常田 妃登美 （情報処理支援グループ） 

委 員 佐藤 敏則  （ものづくり支援グループ） 

委 員    白川 和哉  （機器分析支援グループ） 

委 員    坪田 豊   （機器分析支援グループ） 

監 修 大学運営支援室室長   中西 喜美雄 

学部・大学院支援室室長 山根 美佐雄 

国立大学法人北見工業大学 

技術部報告第 26号 

令和 元年 6月 

住所  〒090-8507 

北見市公園町 165番地 

  電話  (0157)26-9314（技術部） 

E-mail tech@desk.kitami-it.ac.jp




